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1.は じめ に

「日本語能力試験」は、以下に示すように 「文字 ・語彙」「聴解」「読解 ・文法」

に分割 して試験が実施 される。本稿では、その中の 「文字 ・語彙」に焦点を絞 り報

告する。まず、留学生が 日本の大学で学ぶにあたっては、主に次のような試験に臨

む必要がある。試験の概況をまとめて示す と以下のよ うになる。

各テス トの概況

試験名 試験内容 配点 認定基準または試験概要

日本留学 聴 解 ・聴読解 ・読 解100分 400点 外国人留学生 として日本の大学など

試験 記述20分 60点 に入学を希望するものにっいて、勉

学 に対応 で きる 日本語 力(ア カデ ミッ

ク ・ジ ャパ ニー ズ)の 評 価 を行 うた

めの試験 で あ る。

日本語能力 文字 ・語彙45分 100点 高度 の文法 ・漢字(2,000字 程 度)・

試験1級 聴解45分 100点 語 彙(10,000語 程 度)を 習 得 し、 社

読解 ・文法90分 200点 会生活をする上で必要な、総合的な

日本語能力(日 本語 を900時 間程度

学 習 した レベ ル)で あ る。

J.TEST 聴解45分 500点 外国人の日本語能力を測定する試験
A-Dレ ベ ル 1描 写問題 で あ る。 特A級 ～F級 の9段 階 に レ

ll応答問題 ベ ルが分 か れて お り、930点 以上 は、

皿会話問題 特A級 で あ る。 特A級 は、 様 々 な分

IV説 明問題 野、場面 において高度な コ ミュニケー

読解 ・記述問題80分 500点 シ ョン能 力 が あ る(高 度 な 日本語 の

V漢 字問題 通訳 が で きる)レ ベ ルであ る。

VI文 法問題

W読 解総合問題

皿記述問題
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BJT JLRT聴 読解 テス ト 530点 J5～J1十 ま で の6段 階 の レベ ル が

旧JETOR 第1部 聴解 設定 され て お り、J1+に な る と、 ど

第2部 聴読解 の よ うな ビ ジネ ス場面 で も日本語 に

第3部 読解 よ る十 分 な コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力

JOCTオ ー ラ ル コ ミ ュ ニ ケ ー 800点 が あ る、 と み な して よ い レベ ル 。

シ ョ ンテ ス ト

まず 「日本語能力試験」が1984年 に、 日本 の 大 学 で学 ぶ留 学 生 のた めの 日本語到

達度 を測 る試験 として開始 された。長い間、本試験 での1級 、2級 の合格 が留 学 、 あ

るい は大 学 入 学の基準 とされ ていたが、全体 と して文語的な表現 が出題 され る傾 向

にあ り、実際の大学生活で必要な 日本語 とは乖離 してい ることが教育の場で指摘 さ

れ続 けてきた。 その結果2002年 にな り、 日本 留 学 試 験 が 導入 され た。 これ はキャン

パス言葉 に重 きを置 いた点で 、よ り大学生の実態 に近い といえ る。 しか しなが ら、

キャンパス言葉や 口語 を重視 した結果、入学後 の専門書での勉強 には対応 していな

い とい う面が指摘 され始 めて きた。

上記 にあげたテス トを段階的に使用 しなが ら、 日本語の熟達度 を高めてい くこと

をここでは提案 したい。例 えば大学入学前には 「留学生試験」 と 「日本語能力試験」

の学習 を重視 し、大学在学 中には 「日本語能力試験」 を取得 してい ない者 には取得

を促 し、平行 してrJ.TEST」 につ い て も取 得 を勧 め る。 この こ とで、おお よそ大

学生活 で必要 とされ る基本的 な 日本語は取得 で きるもの と考 え られ る。その後 は学

生の希望に応 じて、外資系や 日本企業での就職 を希望す るものにはrBJT:Busines‐

sJapaneseProficiencyTest(旧JETRO)」 に挑 戦 す る こ とを勧 め る とい った段階 と

各試験 の案内を充分 に行 う努力 が教師側 に も求 め られ るので はないか と考 える。

2005年 度 のテ ス ト受 験 実 績 と して は 、11人 全 員 が2005年12月 にrJ.TEST」 を受

験 した。 ま た 「日本 語 能 力 試 験1級 」 を取 得 して い な い学 生7人 全 員 が 当該試 験 を

受 験 した。 さ らに 「日本語 能力試験1級 」 をす で に取 得 して い る学 生 の うち、2人 が

rBJT(旧JBTRO)」 を受験 し、1人 が合格 した。

本 学 の 日本 語 の履 修状況 については後述す るが、 この よ うな1年 生 の全 国 的 な試

験 へ の取 り組 み は、上級生 、大学院生 の受験意識 にも影響 があ り、 申し込み に関す

る情報提供 を要望す る動きが見 られ るよ うにな ってきた。

11「 日本語能力試験1級 合格」への試み

学部留学生の多 くが、本試験での1級 合格 を目標に努力を続けてきた、あるいは

続けているはずである。筆者 らは2002年 度か ら4年 間に渡 り、 日本語能力試験にお
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いて1級 を取得 してい ない 学 生 に対 し、その対策講座 を開講 し、その補助 を試み て

きた。それな りに成果 はあげ られ たのではないか と考 えてい る。2002年 度 、2003年

度 に は 、沖縄 国 際大 学 にお い て のみ の対策講座 であったが、2004年 度 か らは 、 同時

に神 奈 川 大 学経 営 学部で も対策講座 を導入 してい る。受講者 の学習歴や所属学部 に

おいては一様 ではないが、本学部 の留学生につ いて以下 に記す。

2005年 度本 学 経 営 学 部 入 学 の留 学 生 は 、9人 の 中国 語 母語 話 者 、1人 の ポル トガ

ル 語 母 語 話者(ブ ラ ジル 出身)、1人 の スペ イ ン語 母 語 話 者(ペ ル ー 出身)で あ る。

日本 語 の学習 期 間 は平 均2年 、経 営 学 を主 専攻 とす る学 部1年 生 で あ る。

日本 語 習得 レベ ル と しては、 日本語能力試験1級 合 格 、2級 合 格程 度 で あ る。 日

本 語 能 力 試 験1級 の場 合 、語 彙 数10,000語 、漢 字2,000字 、 学 習 時 間900時 間 以 上 が

求 め られ てい る。 これ は新聞が読 める レベル であ り、漢字の数 だけで見 る と、 日本

人 の中学校卒業 レベル(常 用 漢 字1,945字)に ほ ぼ相 当す る。

来 日す る留 学 生 の 数は、独 立法人 日本学生支援機構 の2005年 度(2005年5月1日 現

在)留 学 生受 け入 れ 概 況 報 告 に よ る と、留学生121,812人 の うち80,592人(66.1%)

が 中国 か らの留 学 生 で 、 そ の ほ とん どが私費留学生であ る。加 えて留学生の出身 国

をみてみ ると中国が第1位 で 、前 年 度 よ りも2,879人(3.7%)の 増加 とな っ てい る。

本 学 の場 合 もそ の例 に もれず 、2005年5.月1日 現 在 、 留 学 生175人(28ヶ 国)の う

ち 、103人(59%)が 中国 か らの留 学 生 で 、 うち87人(84.5%)が 私 費 留 学 生 で あ

る。 また 、筆 者(新 垣)の 所 属 学 部 に在 籍 す る留 学 生 は68人 で 、そ の 内訳 は学 部 留

学 生45人(国 費1)、 大 学 院博 士 前期 課程17人(国 費1)、 大学 院 博 士後 期課 程1人 、

研 究 生5人(国 費1)で あ り、お よそ95.5%が 私費 留 学生 で あ る(学 内 資料 に よる)。

これ らの 学部 留 学 生 の 留 学 の 目的は、第1に 日本 語 を 習得 した の ち帰 国 し、外資

系の企業 に勤めたい。第2に 日本 企業 に就 職 した い 、 とい うよ うな順 になってい る。

帰国後 の ことや就職 の ことを考 え、学士の取得 のみ に とどま らず 、修士、博 士の取

得 を 目指す者 も多い。

1.2.1試 験の内容

留学生が大学に入学するまでには、「日本語能力試験」 「日本留学試験」 とい うも

のを受験する必要がある。先にも記 したよ うに 「日本語能力試験」は文語表現(書

き言葉)を 重視 していたのに対 し、 「日本留学試験」では、主にキャンパス内で使

用頻度の高い話 し言葉 を重視する点が、両試験の大きく異なる点である。本稿では

「目本語能力試験」に焦点を絞 り、その中でも留学生が もっとも苦手意識を持って
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い る有声音 と無声音の違い、特殊拍 といった ものについて述べたい。

留学生 は、 「日本語能力試 験」 の1級 を受 験 し、合 格 す る レベ ル に達 してい るこ

とが一応 の大学入学 の基準 となってい る。 「日本 語能力試 験」1級 は、 大 き く 「文

字 ・語彙 」(45点 ・100分)、 「聴 解 」(45点 ・100分)、 「読 解 ・文法 」(200点 ・90分)

とい うよ うに分 かれ る。 そ の 内容 をま とめ ると(資 料1)に 示 した とお りにな る。

これ は2000,2001年 度 の実 際 の試 験 を、 お よそ10分 の1の 量 に縮約 した形 で あ る。 時

間 にす れば、約4分 で 以 下の 問題 を解 答 す る計 算 になる。

テ ス トの結果 は、(資 料1)問 題1の(2)「 自己」 とい うよ うな語 彙 の読 み方 で正

答率が低 い。 それ は この語彙 が有声音 と無声音 の組み合 わせになっているか らであ

る と考え られ る。留学生は 「じご ・じこ ・しご ・しこ」 といった選択肢で混乱す る。

これ に加 えて 「じっ こ ・じこ う(じ こ一)・ じ こん 」 の よ うな特 殊 拍 を織 り交ぜた

選択肢 にも正答率 が低 くな る傾 向が見受 け られ た。本試験では 「1じ き ・2じ ぎ ・

3じ こ ・4じ ご」 とい った選 択 肢 が用意 されて いるが、む しろ 日頃の学部留学生の

発音訓練 には、難易度 を高 く した 「じご ・じこ ・しご ・しこ ・じっ こ ・じこ う(じ

こ一)・ じこん 」 とい った選 択 肢 を用意す るこ とが必要なのではないか と考 える。

(資料1) 『2000,2001年 度 日本語能 力試験 試験 問題 と正解1級 ・文字 と語彙』 を基 に筆者編集

問題1次 の文 の下 線 をつ け た言 葉 は 、 どの よ うに読み ますか。 その読み方 を

それ ぞれ の1・2・3・4か ら一つzび な さい。

問 全力 を尽 くして 自己の記録 に挑む こ とに意義が ある。

(1)尽 く して

(2)自 己

(3)挑 む

問 題II

(1)(2)

1か く して

1じ き

1い どむ

9
一

9
臼

2

(3)

た く して

じぎ

つ か む

4

4

4

てし

む

く

こ

げ

つ

じ

は

ω

ら0

3

3

なくして

じご

はばむ

次の文 の下線 をつ けた言葉 は、ひ らがなで ど う書 きます か。同 じひ ら

がなで書 く言葉 を、1・2・3・4か ら一 つ選 び な さい。

(1)学生 の とき もっ と勉 強 して お け ば よかった と後悔 している。

1古 米2国 会3誤 解4航 海

問題 皿 次 の文 の下線 をつ けた言葉 は、 どの よ うな漢字 を書 きます か。 その漢

字 をそれぞれの1・2・3・4か ら一 っ選 び な さい。
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問題1私 は、ていこうしてあばれる犯人を押 さえ込んだゆうかんな父をほこりに思 う。

(1)てい こ う

(2)あ ばれ る

(3)ゆ うか ん な

(4)ほ こ り

問題IV

(1)

1抵 抗

1妨 れる

1勇 肝な

1賞 り

(2)

2抵 攻

2荒 れる

2勇 敢な

2誉 り

(3)

3邸 抗

3暴 れ る

3雄 肝 な

3誇 り

(4)

4邸 巧

4奮 れ る

4雄 敢 な

4褒 り

次の文の下線をつけた言葉の二重線()の 部分は、どのような漢字

を書きますか。 同 じ漢字を使 うものを、1・2・3・4か ら一つ選 びな さい。

(1)彼 が ピア ノ の コン クー ル で優 勝 す るとか くしん してい る。

1

2

3

4

今 年の冬はひか くて き過 ご しやすい。

明 日の会議 に何人 出るかrも う一 度 か くにん しよ う。

よ く準備 した結果、試験 に ご うか くした。

次回のオ リンピックで メダル か くとくを 目指 している。

12.2読 解能力と発音能力

(資料2) 『2000年度 日本語能力試験試験問題 と正解1級 ・読解』を基に筆者編集

問題1次 の文 章 を読 ん で、 後 の 問 に答 えな さい。答 えは、1・2・3・4か ら最

も適 当 な もの を一 つ 選 び な さい。

100年 ほ ど前 に あた る1900年 の とき、地 球 上 の 人 口はお よそ16億 人 で あ った 。

それ が 現在 、55億 人 にな って い る。

私 た ち が金 魚 鉢 の金魚 だ と思 えば よい。3匹 の金 魚 が突 然3.5倍 の11匹 に増 え

れ ば水 が 濁 る よ うに、3.5倍 も人 口が増 えれ ば環 境 に何 らか の悪い影響 が 出る

のは当然で あろ う。 この人 口のまま止 まれ ばまだ よいのだが、(中 略)た い へ

ん な い勢 い で まだ 増 え続 け てい る。1991年 で の世 界 人 口の増 加 率 は1.7%と 推

定 され て い る が 、そ れ で計 算 す る と、人 口は40年 間 で倍 増 す る こ とにな る。 こ

の増 大傾 向の修正 のためには、地球上の私 たち全員の ライフスタイル の見直 し

が急務で ある。 それ には どの よ うな課題 があ るのだろ うか。(中 略)

1つ は私 た ち全 員 の価 値 観 の 問題 で あ る。伝統 的価 値観 として 「子沢 山」が

望ま しい とみ なす民族 は世界で も少 な くない。私 たちの民族 もそ うである。 子

沢 山を祝福す る気持 ちが私た ちの国では現在で もあ り、にぎや かな家庭 の幸福

像 を描 きが ちである。1989年 に 、1人 の女 性 が一 生 の 間 に 平均 して何 人の子供
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を生むかとい う合計特殊出生率が1.57に なった とき、1.57シ ョックといって大

騒ぎになった。その騒ぎも、この価値観 と関連 している。そのときに、子供が

1人ではかわいそ うだ、 日本の将来の労働力の減少を どうするのか、とい うよ

うな指摘があった。 自民族の人 口の減少に対する警戒心はたいへん強いのであ

る。もちろん、ここでは国や民族 レベルでの議論 をしているのであって、個別

の家族の子沢山の是非を論 じているのではない。

2つ 目の問題は社会システムの問題である。 とくに貧困 と差別にっいて考え

る必要がある。国の経済力不足な どで国の社会保障が十分でないと、老後など

を心配 して国民はある人数の子供をつ くろ うとす る。また、貧 しい家族は子供

に家族の労働力を期待 して子沢山になる傾向が見られる。

さまざまな差別が人 口に関わるライ フスタイルに影響を与えるが、 とくに男

女差別は直接的な影響を与える。環境 と開発に関す る世界委員会がま とめた

『地球の未来を守 るために』(OurCommonFuture)は 女性の地位 の向上が子

供数の減少につながると指摘 したが、これは大切な指摘であろう。女性の地位

が向上すれば、家族内での子供を産むかどうかとい うことについて女性の発言

権が増大 し、そのような社会においては子供の数が減少する。また、女性の雇

用機会が十分に与 えられている社会では、婚姻年齢が上昇 し、そのことが子供

の減少につながっているとい う。

(鳥越皓之編 『環境 とライフスタイル』有斐閣アルマによる)

以上は、2000年 度 「日本語能力試験」の読解問題の一部であるが、この文章をお

よそ10分 で読解する力が学部留学生には必要である。決 して容易な文章ではなく、

筆者 らが本稿で試みるよ うな経営学の専門用語を学習する必要もないくらいのレベ

ルに到達 しているよ うに一見みえる。 しか し、実際には特に漢字圏の留学生にとっ

て読解は、比較的高得点に結びつきやすい試験項 目である。読解、文章作成が一定

の レベルに達 している場合、大学の講義を受講 し、単位 を取得できる能力を有 して

いるものと判断 して しまいがちであるが、発音すること、つま り有声音 と無声音の

区別ができることと前述の能力とは分けて考えた方がよい。

1.3.1有 声音と無声音習得の方法と成果

留学生の母語が中国語である場合、その多くが 「文字 ・語彙」の項 目を苦手 とす

る者が多い。それに中国語 と日本語 との有声音 と無声音の対立の構造が異なること
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に起因していると考えられる。その詳細は別の機会 に譲 る。

ここでは 「日本語能力試験1級 」の 「文字 ・語彙」に焦点をあて、その学習方法 と

学習成果について述べてい く。

調査対象者は、2005年 度本学経営学部入学の留学生で、9人 の中国語母語話者、

1人 のポル トガル語母語話者(ブ ラジル出身)、1人 のスペイン語母語話者(ペ ルー

出身)で ある。 日本語の学習期間は平均2年 、経営学を主専攻 とする学部1年 生で

ある。

1.3.2学 部教 育 にお け る留 学生 の概 況

現在 、大学にお ける学部留学生の多 くは私費留学 生であ る。そ して大学 にお ける

講義 を聴いて理解 し、かつ単位 を取得 できる能力 を有す ることが受験資格 となって

い る し、また大学側 で もそれ を入 学の基rと して い る。 以 上 が学 部留 学 生 に必要 な

日本語能力で あるが、実際問題 として、留学生が入 学 した後 、直面す る問題 として

は、単位 の修得 率の悪 さとい うものがあげ られ る。例 えば、本学部では43単 位 ま で

の 取 得 が1年 生 で 可能 とな る。 しか し、留 学生の場合平均38、40と い うこ とが多 く

見 られ る。 そ れ か ら上級生 になる と、演習では 口頭発表 が課せ られ る。 その場合 に

は、いわゆる発 音面の悪 さとい うこ とが問題 点 としてあげ られ る。本稿 では学部留

学生の発音 が どの よ うな ものなのか具体的 なテス トでの誤読例 を示 しなが ら、分類

し考察 していきたい。

日本語 は、基本 的には子音(C。nsonant)と 母 音(Vowel)の 組 み合 わせ に よ り構

成 され るCV構 造 で あ る。 例 え ば 「花 」(hana)と い う子 音 と母 音 の組 み 合 わせ で あ

る。 この基本構 造 に加 えて特殊拍 とい うものが ある(Q、CN、V構 造 とい った もの

で あ る)。 例 えば 「各 国」(か っ こ く)と 「過 酷 」(か こ く)と い った 区別 は 、 日本

語 にお い て擾音(Q構 造)が 意 味 の弁 別 に役 立 っ音 素 で あ るた めで ある。 それ か ら

「盛 ん」(さ か ん)と 「参 観 」(さ ん か ん)と い っ た促 音(CN構 造)も 意 味 の弁 別 に

役 立っ 音素 で あ る し、「お婆 さん」(お ば 一 さん)と 「叔母 さん 」(お ば さん)と い っ

た長 音(V構 造)も そ の一つ で あ る。 以 上、 日本 語 の共通語の中にはQ、CN、Vと い っ

た3種 類 の特殊 拍 が あ り、 これ らは いずれ も留学生 が習得 しにくい音素 である とい

える。

これ らに加 えて、発音習得 を困難 に してい る一翼 を担 うのが、有声音 と無声音 と

の弁別 である。例 えば 「原理」(げ ん り)と 「権 利 」(け ん り)と い った 区別 で あ る。

これ らの 区別 は、特 に中国語、韓 国語 を母語 とす る留学生 に とっては母語の干渉 を
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受け、その区別の習得が難 しい。発音の面では、これを習得することができれば、

日本語を制 したといっても過言でないほどに重要課題であるといえる。

本学の学部留学生は、1年 生の うちに4科 目8単 位 の日本語 を履修することが多

い。場合によっては英語や他の言語を履修することもあるが、基本的には 日本語 を

履修することになっている。1年 生で履修を終えると、上級 日本語の科 目が設定さ

れていない現況では、その他に 日本語を学習す る機会はほとんどない状況にあると

いえる。2年 生になると、ゼ ミとい う形式で各論を学ぶことになる。その折に、 レ

ジュメを作成 し、ゼ ミにおいて、いわゆる演習形式で 口頭発表を行なわなければな

らない。その折に留学生のいわゆる 「発音の悪 さ」 とい うものが指摘 される。例え

ば 「組織」を 「そ うしき」 と発音すれば、 日本語を母語 とす る者には不快に感ず る

であろう。やは り 「葬式」と聞き取れるし、どんなに発表内容が良かったとしても、

円滑なミュニケーシ ョンを取れているかといった視点か らすれば、円滑ではないと

いわざるを得ない。

このような、いわゆる 「発音の悪 さ」 とい うものをどれ くらい緩和 していけるか、

1年 生の前期は比較的緩やかに学習を進めていくべきか どうか、非常に悩ましいと

ころではあるが、1年 生の うちに日本語の履修を済ませておかなければならないと

い う現状では、やは り集中的に発音の問題に対処する必要性を痛感 した。そこで、

今年2005年 度は、経営学をご専門となさる諸先生がたに基本文献のご紹介をいただ

き、小松章著 『基礎 コース経営学』をテクス トとし、その中の専門用語あるいは一

般的な日常用語であってもできる限 り設問として取 り上げ、単語、複合語の形で作

問 し、1回50題 のテス トを作成 しテス トした。その結果、コミュニケ.___ションが取

れない、もしくはとりにくい学生ほど、読み方の間違いが多いことがわかってきた。

その点を克服するために、採点後、返却する際には、まず、解答を学生に板書 して

もらい、その間違いや、補足を教師が補 う形をとり、その後で音読の練習を行った。

これは、視覚的に文字を追いなが ら、有声音 と無声音の発音の違いがあることを認

識 し、実際の発話に注意することを 目的 としている。

1.4到 達 目標

1.4.1講 義内における到達 目標

学部留学生に必要な 日本語の レベルは、基本的に日本語能力試験1級 合格程度あ

るいは 日本留学試験 により選抜 されたもので、大学で行われ る一般的な 日本語で行

われ る講義に問題なく参加できることが前提 となる。留学生の多 くは、これまでの
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日本語の授業 とは異な り、専門的な分野を学べるとい うことに、非常に興味を持っ

ている。 しか しながら、講義内での耳慣れない専門用語の聴 き取 りに苦戦 している

現状が うかがえる。そこで、本講義では 『基礎 コース経営学』(小 松章著)を 用い

ながら、その用語にっいてテス トを作成 し実施 した。テス ト結果は分析 し、学部留

学生が実際の講義でどの程度、内容を理解できているのかとい う点について考察 し

た。1年 間の講義終了時には(資 料3)の 文章が途切れることなく、音読できるこ

とを目標 として設定 した。

(資料3)『 基礎コース経営学』(小松章)を基に筆者作成

株式公開 人の一生 と同 じように会社 にも 「一生」をあてはめた場合、株式

会社にとって、成人式にあたるものは、株式の公開である。株式会社は、もと

もと発起人以外の多数の人々から出資資本 を調達できるメカニズムを内包 した

企業形態であるが、その機能は、まさに株式を市場に公開 してこそ完全に発揮

され るのである。いってみれば、株式会社は、株式公開によって制約的に一人

前となるのである。株式の公開により、特にそれが証券取引所への上場である

場合には、資本調達の手段は、飛躍的に向上することになる。私たちの会社も、

創業以来、経営者 ・従業員が一丸 となって努力を重ねてきた結果、順調に業績

を伸ば してきた。

1.4,2日 本語能力試験1級 における到達 目標

学部留学生である以上、 日頃の講義を受講 し、単位 を取得する能力 を有す る必要

が求められる。そのためには上記に設定 した 目標 に到達す るくらいの 日本語力が必

要であると考えられる。これ と平行 して 目標 としたいのが 「日本語能力試験1級 」

における合格点である70点 に 「文字 ・語彙」の項 目で達することとした。
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(資 料4)

経営学に関する漠字学習(企 業と経営)

201企 粟論理

202目 的と手段の連鎖

203非 営利組繊

204悪 い仕事を淘汰する

205組 織変革

206職 能別組織

207証 券会社

208購 買活動

209損 益分岐点

210生 産性の向上

211固 定費が増大する

212費 用の回収

213企 業間信用

214納 品集者

215財 務活動と労務活動

216資 本を調達する

217労 働 力を確保する

218人 的資本

219朱 熟練労働

220研 究開発

221企 業収益の分配 問題

222報 酬制度

223負 の効用

224満 足感を得る

225年 功序列

zoo

5

226能 力・成果主義

227新 卒一括採用

228キ ャリア■視

229外 部委託

230常 務取締役

231作 業管理職能

232具 体的戦 術

233財 務的意 思決 定

234人 事管理

235委 譲する

236地 域別事 業部制

237外 部環境

238共 通認識

239経 営資源

240比 較的危険愛好者

241成 熟期

242企 業組織の活動領域

243持 株会社

244企 業形態

245企 桑間の結びつき

246事 桑部制

247内 部の人事組織

248財 務賭表

249経 営分析

250財 務戦略
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2.テ ス ト内容 と実施 方 法

『基礎 コー ス経営学』(小 松 章著)を テ ク ス トに問題 を作 成 しテ ス トを実施 した。

テ ス トは講義開始後のお よそ15分 間で あ る。2005年 度 にお け る著者(新 垣)の 日本

語 担 当 コマ数 は週 に3回 前後 期 で 、実 施 回数 はお よそ90回 で あ る(3回 ×15回 ×2期=

90回)。 第5回 目の講 義 で 使 用 した漢 字 テ ス トの概 要は(資 料4)の とお りで あ る。

2.1誤 読 別語 彙 の 分 類

留 学 生 が誤 読 す る場合 にはい くつかのパ ター ンがみ られ る。 「1有 声 音 と して 誤

読 した語 彙 の例 」 「■無声音 として誤読 した語彙 の例 」 「皿特殊拍 を挿 入 した誤読例」

「IV特殊 拍 を脱 落 させ た 誤 読 例 」 「V誤 読 」、 そ して 「W誤 読 しな か った 語 彙 の例 」

とな る。 そのパ ター ン別 に分類 し示せ ば[表1-1]か ら[表1-5]の よ うに な る。 た だ し、

「人事 管 理 」 「内部 の人事組織」 とい った設 問で、同 じよ うに 「にん じ」 と誤読 して

いた場合 には、 「番 号」 に問題番 号を併記 し、 「問題 」 「誤読語」 「誤読例」 をここで

はま とめて記 した。

[表1-1]1有 声 音 と して誤 読 した語 彙 の例

通番 番号 問題 誤読語 誤読例

1 207 損益分岐点 分岐点 ぶんぎてん

2 240 比較的危険愛好者 危険 きげん

3 221 企業収益の分配問題 分配 ぶんばい

4 232 具体的戦術 具体的 ぐだ い

[表1-2]II無 声 音 と して誤 読 した語 彙 の例

通番 番号 問題 誤読語 誤読例

1 207・243 証券会社 会社 か い しゃ

2 221 企業収益の分配問題 分配 ふ ん はい

3 211 固定費が増大する 増大 ぞ うたい

4 202 目的と手段の連鎖 手段 しゅ うたん

[表1-3]皿.特 殊 拍 を挿 入 した誤 読 例

通番 番号 問題 誤読語 誤読例

1 248 財務諸表 諸表 し ょ うひ ょ う

2 217 労働力を確保する 確保 か くほ う

3 225 年功序列 序列 じ ょ うれ っ

4 242 企業組織の活動領域 組織 そ う しき

5 209 損益分岐点 損益 そ うえ き

6 202 目的と手段の連鎖 手段 しゅうたん
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[表1-4]IV.特 殊 拍 を脱 落 させ た 誤読 例

通番 番号 問題 誤読語 誤読例

1 222 報酬制度 報酬 ほ し ゅ う

ほ し ゅ

2 212 費用の回収 回収 かい しゅ

3 221 企業収益の分配問題 収益 しゅえ き

[表1-5]V.誤 読

通番 番号 問題 誤読語 誤読例

1 219 未熟練労働 未熟練 み じゅうれん

み じゅねん

2 225 年功序列 年功 れん こ う

3 227 新卒一括採用 新卒 しんそ く

4 231 作業管理能力 作業 さ くぎ ょ う

5 234・247 人事管理 人事 にん じ

6 241 成熟期 成熟期 せ い じ ゅ う き

せ い じ ゅ っ き

7 202 目的 と手段 の連鎖 連鎖 れん さ く

8 209 損益分岐点 分岐点 ぶ ん してん

9 214 納品業者 納品 な っひん

なひん

to 218 人的資本 人的 ひ とて き

11 223 負の効用 負 まげ

12 229 外部委託 委託 い と く

13 230 常務取締役 取締役 とりひ きや く

14 238 共通認識 認識 にん し

15 240 比較的危険愛好者 比較的 ひ こうて き

16 244 企業形態 形態 せ いたい

17 249 経営分析 分析 ふ ん しっ

VI.誤 読 しな か った 語彙 の例

次 に あ げ る例 は誤読 がなか った例 である。 「購 買活動(208)」 「企 業 間信 用(213)」

これ は、 留 学 生 が誤 読 しな か った語彙項 目であ る。語彙 の後 の()内 の数 字 は 、

テ ス トの番 号 で あ る。 また 「常務取締役(230)」 の設 問 は上 位2人 を 除い た 全学 生 が

誤 答 した 。誤 答 と して多か った答 えが 「じょ うむ と りしめや く」 であった。 この よ

うな和語 にっいては、留学生が読 めない ことが多いので強化訓練対象語彙で あると

いえ る。
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2。2「 日本語能力試験1級 」取得者とテス トとの関連

上記の語彙テス トを採点後、返却する際には、まず解答を学生に板書 してもらい、

その間違いや、補足を教師が補 う形をとり、その後で音読の練習を行った。テス ト

は各2回 ずつ、一定期間を置いて実施 した。その得点結果の変動 については新垣

(2006)を 参照 されたい。
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i 36

2 36

3 34

4 33

5 33

6 27

7 27

S 26

9 23

10 14

11 6

上記に示 した結果は、第5回 目に実施 した漢字テス トの結果である。2005年 度の

「日本語能力試験」で1級 に合格 した1人 を含 めた計6人 が既に合格 した者で、上

位を占めている。この一回の試験をもって、合格者 と上位者 との関係 を意味づける

ことはできないが、現在、筆者 らが各成績を整理 した段階では、上記のような結果

となっている。

2.3今 後の課題

今年度は、学年末に実施 される 「日本語能力試験1級 」の合格に向けて、「文字 ・

語彙」を中心に学習を進めてきた。その進め方 としては、「日本語能力試i級 」の

過去問題に固執することなく、 日頃の専門科 目の講義内において必要 となるであろ

う専門書の語彙を中心に漢字テス トを実施 し、 「文字 ・語彙」の強化に努めた。 し

か しながら、6人 が受験 し、合格者は1人 に留まるとい う結果であった。 このこと

を踏まえ、来年度は、専門書 より選定した漢字以外に加え、「日本語能力試験1級 」

の過去問題からも漢字テス トを作成す る必要性 を痛感 した。

2005年 度に不合格になった学生の 「文字 ・語彙」の得点にっいて調査 したところ、
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いずれ も50点 台 で あ る こ とが わ か った。1級 にお い て は、 おお よそ70パ ーセ ン トが

合 格 ライ ン とされ る ので、残 りの10点 あま りの得 点 を今後 どの よ うに伸ば してい け

るかが課題 であ る。

また、漢字テス トの得点 と 「日本語能力試験1級 」合格者 との関係性について観

察する場合、漢字テス トの学習効果を明確にす るためにも学習を開始する段階のプ

レースメン ト・テス トの導入 についても考える必要がある。

おわ りに

本稿では、経営学における語彙を基に、留学生が誤読する日本語の漢字の読み方

について考察 した。有声音 ・無声音の区別の習得、特殊拍を含む語の習得は中国語

を母語 とす る留学生にとってはかな り困難な課題であるといえる。視覚によって留

学生の発音の間違いを見て取ることができるとい う観点から、前出 「日本語能力試

験」(資 料1)の 問題パター ンは有効であると考 えられる。出題パターンとしては

これに従い、『基礎 コース経営学』にみ られる語彙、セ ンテンスを基に例1の よう

な問題 を作成 した。

例1『 日本語能力試験試験問題 と正解1級 ・文字 と語彙』を基に筆者作成

問題1次 の 文 の 下 線 を つ け た 言 葉 は 、 どの よ うに 読 み ま す か 。 そ の 読 み 方 を

そ れ ぞ れ の1・2・3・4か ら一 っ 選 び な さ い 。

大 量 生 産 大 量 消 費 に よ っ て 、 価 格 破 壊 が 起 き て い る。

(2)

(1)大 量 た い り ょ う だ い り ょ う た り ょ う だ い り ょ

(2)rirカ 」カミく カaカaく 力弐力監く 力弐力Σく

職場での人間関係を友好に保つには、個人の主義主張を許容することが大切である。

(1)

(1)職場 しょくばん しょくば

(2)主義 しゅぎ しゅうぎ

しょっくば しょぐばん

しゆっぎ しゆうぎ

生産性を高めるためには、作業の分業や協業が必要である。

(1)(2)
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(1)作業1さ ぎ ょ2さ ぎ ょ う3さ くぎ ょ う4さ くぎ ょ

(2)協業1き ょうぎょ う2き ょぎ ょ う3き ょうきょ4ぎ ょ うぎ ょ

このような視覚を通 して学習する試験の形態は、成人 してから外国に留学す るこ

との多い、留学生にとっては有効な学習方法であると考えられる。これまでは、留

学生の基礎教 育ない し学部入学以前の教育にその力 を傾注 しなければならなかった

が、ある程度入学以前の教育の質が安定 してきた現在の状況、そ して留学生の 日本

語能力が年々向上 している状況をみても、留学生教育は次の段階へ と進むべきであ

ると考える。具体的には、各学部における概論書をテクス トとした漢字の読み方を

問 うテス トを作成 し、解答 してもらう。そ してiえ あわせを行い、発音訓練をする。

視覚と発音することを合わせた発音訓練の繰 り返 しが、いずれ必要 となる口頭発表

の際の適切な発音修得に成果があるものと考える。

今年度は、講義の仕上げとして(資 料5)に 示 した 『基礎 コース経営学』の一部

を学習者たちに音読 してもらった。以下の量 とレベルの文章であれば、 日本語を母

語 とする者に対 して不快を与えないような音読ができるようになってきた。

(資料5)『 基礎コース経営学』p.80より引用

株式公開は、設立時以来、発起人と募集に応 じた少数の範囲の株主 とか らな

る創業株主によって限定的に所有 されてきた株式会社が、所有権を開放 し、会

社か ら多数の株主を受 け入れることによって、ま さに株式会社本来の形態に脱

皮する行為にほかならない。つまり、株式会社は、株式公開によって初めて十

全な意味での株式会社 にな りうるのであ り、逆にいえば、株式を未公開の株式

会社は、たんに法形式上、株式会社 として存立 しているとい うにすぎず、経済

上は、株式会社 としては未完成であるといわなければならない。

株式公開は、通常、「増資(資 本金の増額)」 に合わせて、その増資新株を証

券市場を通 じて広く売 り出すことにより、実現する。証券市場では、誰 もが自

由に買い手 として参加できるか ら、株式公開は、不特定多数の投資家を株主 と

して受け入れることになる。ちなみに、同族色の濃い企業の中には、株式公開

を嫌 う傾 向がみ られるが、その理由はまさにこの点にある。不特定多数の投資

家を、自分たちの 「身内」 とみるか、それ とも得体の知れない 「よそ者」 とみ

るかの違いが、株式公開に踏み切るか否かの分かれ 目になっているといってよ

いだろう。
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本研究の資料は、例1で 示 したような問題を作問する場合の基礎資料 として利用

していきたい。今後 もこのような基礎資料を整 え、学部留学生のための発音習得の

手助けとなれば幸いである。また既述の通 り、この発音訓練な らびにその習得は大

学における講義の時の聴き取 りはもとよ り、口頭発表をする場合においても有効な

方法であると考えられ る。

専門教育に関連す る日本語訓練のための問題集が少ない状況で、学部留学生が単

位取得に向けて学習す る環境を早急に整 える必要性を痛感 していた。2005年 度は 日

本語のクラスで実施 したテス トを分析 しながら、より高い学習成果を目指 した問題

作成に取 り組んだ。2006年 度はこれに加筆修正を加えなが ら、よりコンパク トで整

理 された問題集作成に取 り組んでいきたい。

参考文献

新垣公弥子(2006)「 経営学を学ぶ留学生のための発音訓練一発音訓練問題作成ま

でのプロセスー」『国際経営論集 第31号 』神奈川大学経営学部

嵐 洋子(2003)「 幼児の特殊拍意識の発達に関す る一考察」『音声研究234号 』 日

本音声学会

岩崎典子(2002)「 日本語能力簡易試験(SPOT)の 得点 とACTFL口 頭能力測定(O

PI)の レベル の関係 について」『日本語教育114号 』 日本語教育

学会編

岩 田 礼(2001)「 中国語の声調 とアクセ ン ト」『音声研究226号 』 日本音声学会

丘 益 巳(2002)「 日本経済語彙における日中両語でのずれについて」『日本語教育

113号 』 日本語教育学会編

奥村訓代(2005)「 大学の学部における日本語教育の使命 と役割」『日本語教育126

号』 日本語教育学会編

大城朋子(2005)「 日本語学習者のための沖縄地域共通語一地域に根 ざした教材作

成のための基本語彙に関す るパイロット調査一」『日本語教育10

8号』 日本語教育学会編

川越いつえ他(2002)「 借用語における促音」『音声研究229号 』 日本音声学会

小松 章(2003年 初版 ・2004第3刷)『 基礎 コース 経営学』新世社

ジェ トロ情報企画課出版班 『BJTビジネス 日本語能力テス ト公式ガイ ドー概要 と模

256



教育ノート●「文字・語彙」習得のための問題作成をめざして

擬テス ト』

庄司恵雄(2004)「 大規模 口頭能力試験における分析的評価の試み」『日本語教育1

22号 』 日本語教育学会編

新試験研究グループ著(2002)『 日本留学試験標準問題集改訂新版』ユニコム

戸田貴子(2003)「 外国人学習者の 日本語特殊拍の習得」『音声研究233号 』 日本音

声学会

日本語教育学会編(2000)『 日本語教育辞典』大修館書店

日本国際教育協会(2001)『 平成12年 度 日本語能力試験試験問題 と正解1・2級 』

国際交流基金

日本国際教育協会(2002)『 平成13年 度 日本語能力試験試験問題 と正解1・2級 』

国際交流基金

日本国際教育協会(2005)『 平成16年 度 日本語能力試験試験問題 と正解1・2級 』

国際交流基金

張 麟声(2001)『 日本語教育のための誤用分析』ス リーエーネ ッ トワーク

陳 生保(1996)「 中国語の中の 日本語」『日本文化 フォーラム』国際 日本研究セン

ター一

彰 飛(1998)「 日本語 と中国語の対照研 究が抱える諸問題 をめぐって(1)」

『無差』京都外国語大学 日本語学科

彰 飛(2003)『 日本語の特徴』凡人社

モイラ ・イ ップ(2002)「 広東語の借用語音韻論1音 声知覚と音韻構造」『音声研究

229号 』 日本音声学会

森田良行(1987)『 基礎 日本語辞典』角川書店

劉 秋燕(2002)「 日本語母語話者 と台湾の 日本語学習者における閉鎖音/d/と 弾き

音/r/の 知覚」『音声研究231号 』 日本音声学会

参 考 資 料

http;//www.jasso.go.Jp/kikaku.chosa/ryugaku_chosa/16004.pdf日 本 留 学 生 支 援 機 構

留 学 生 受 入 れ の 概 況(2005年 版)(ア ク セ ス 日2006.4.5)

257



国 際i経 営 フォー ラムNo.17

謝辞

本稿執筆にあたっては、沖縄国際大学での日本語能力試験における試みが大きな契機 となっ

た。その機会を与えてくださった大城朋子先生(沖 縄国際大学 ・日本語教育学)に 、まず深

謝 申 し上げたい。 そ して学部留学生の専門教育を支援する上で、専門書の選定が非常に重要

な役割を占めることは言 うまでもない。専門書の選定に際しては小島大徳先生(神 奈川大学 ・

経営学)に お世話になった。記 して深謝 申し上げたい。

また本稿でまとめた問題作成に関しては、本学の留学生ならびに日本語教師を目指すみな

さんに多くの意見をいただいた。以下に記してお礼申し上げる。

金W」」さん、高燕霞 さん、魏鳳平 さん、諸子華さん、石梅さん、蘇栄さん、楊柏明さん、

劉術智さん、門松文郎 さん、陳雅玲さん、陳斌 さん、レナ.___ト・カルデナスさん、ロジェ リ

オ ・タカキさん、小池明子 さん、田原裕貴さん、佐藤翔大さん、山崎優美子さん(順 不同)

258


